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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第90期
第３四半期
連結累計期間

第91期
第３四半期
連結累計期間

第90期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 9,465,909 8,961,509 12,807,153

経常利益 (千円) 525,341 400,255 639,672

四半期(当期)純利益 (千円) 307,556 185,098 304,271

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 527,325 216,784 630,302

純資産額 (千円) 10,828,856 11,053,456 10,949,296

総資産額 (千円) 18,807,268 18,572,828 19,176,649

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 13.73 8.26 13.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.8 58.3 56.1
　

回次
第90期
第３四半期
連結会計期間

第91期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.27 7.51

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ(当社及び当

社の関係会社)が判断したものであります。
　
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連事業などへの需要が堅調にあり緩やかに

回復しつつあるものの、欧州の財政金融危機や中国をはじめ新興国において成長ペースに鈍化が見られ

るなど、依然として先行き不透明な状況で推移しました。しかし、昨年12月の衆院選の結果を受けて、新

政権の実行能力を見極めて行くことになるものの、大規模な景気対策や大胆な構造改革への期待感から

円安、株高の流れとなり、景気回復に向けた明るい兆しも見え始めました。

このような経営環境の下、当企業グループは、当連結会計年度を３年目とする中期経営計画「OVAL

PHOENIX PLAN 2015」に掲げた、積極的な研究開発投資、LNG市場及び環境・省エネ・新エネルギー市場

への展開、海外システムビジネス及び校正事業の拡大、コストダウン等の諸戦略の推進を継続してまい

りました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は8,224百万円で前年同四半期に比べ11.1％の減

少、売上高は8,961百万円で前年同四半期に比べ5.3％の減収、利益面では営業利益は318百万円で前年同

四半期に比べ32.6％の減益、経常利益は400百万円で前年同四半期に比べ23.8％の減益、四半期純利益は

185百万円で前年同四半期に比べ39.8％の減益となりました。

事業部門別の状況については、次のとおりであります。

(センサ部門)

震災復興案件が一段落しており、国内での設備投資減少などの影響により当部門の受注高は前年同

四半期比9.8％減の4,918百万円、売上高は前年同四半期比3.9％減の5,147百万円となりました。

(システム部門)

受注高は海外大口案件の受注減少により、前年同四半期比27.2％減の1,452百万円、売上高は前年同

四半期比16.4％減の1,934百万円となりました。

(サービス部門)

顧客からのメンテナンス依頼はほぼ横ばいの状況であり、受注高は前年同四半期比3.0％増の1,841

百万円、売上高は前年同四半期比5.3％増の1,866百万円となりました。

(その他の部門)

受注高、売上高共に前年同四半期比44.4％減の13百万円となりました。
　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は566百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,180,000 26,180,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
100株であります。

計 26,180,000 26,180,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 26,180 ― 2,200,000 ― 550,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができませんので、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記

載しております。
　

① 【発行済株式】
　

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 3,775,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,394,100 223,941 ―

単元未満株式 普通株式 10,500 ― ―

発行済株式総数 26,180,000― ―

総株主の議決権 ― 223,941 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式30株が含まれております。

２　平成24年３月26日開催の取締役会決議により、平成24年５月１日から１単元の株式数を1,000株から100株に

変更しております。

　

② 【自己株式等】
　

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オーバル

東京都新宿区上落合
三丁目10番８号

3,775,400― 3,775,40014.42

計 ― 3,775,400― 3,775,40014.42

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。
　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、至誠監査法人による四半期レビューを受けております。
　

EDINET提出書類

株式会社オーバル(E02270)

四半期報告書

 6/15



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,300,636 2,254,979

受取手形及び売掛金 ※2
 5,476,322

※2
 5,061,397

商品及び製品 486,638 496,995

仕掛品 293,506 295,211

原材料及び貯蔵品 1,197,315 1,153,420

その他 371,498 311,745

貸倒引当金 △4,822 △5,290

流動資産合計 10,121,095 9,568,461

固定資産

有形固定資産

土地 5,575,409 5,575,685

その他（純額） 1,843,647 1,756,436

有形固定資産合計 7,419,057 7,332,121

無形固定資産 83,341 132,729

投資その他の資産

その他 1,563,265 1,549,625

貸倒引当金 △10,110 △10,110

投資その他の資産合計 1,553,155 1,539,515

固定資産合計 9,055,553 9,004,367

資産合計 19,176,649 18,572,828
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,647,875

※2
 1,434,767

短期借入金 1,241,410 1,122,035

未払法人税等 62,193 22,622

賞与引当金 260,725 90,820

その他 1,140,636 982,946

流動負債合計 4,352,842 3,653,191

固定負債

長期借入金 449,284 414,676

再評価に係る繰延税金負債 1,761,864 1,761,864

退職給付引当金 1,287,642 1,315,929

役員退職慰労引当金 50,629 47,778

環境対策引当金 13,801 13,801

資産除去債務 21,539 21,642

その他 289,749 290,486

固定負債合計 3,874,511 3,866,179

負債合計 8,227,353 7,519,371

純資産の部

株主資本

資本金 2,200,000 2,200,000

資本剰余金 2,124,989 2,124,989

利益剰余金 3,786,160 3,859,236

自己株式 △402,847 △402,864

株主資本合計 7,708,302 7,781,361

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 76,385 57,756

繰延ヘッジ損益 △873 －

土地再評価差額金 3,107,332 3,107,332

為替換算調整勘定 △140,391 △126,606

その他の包括利益累計額合計 3,042,451 3,038,482

少数株主持分 198,541 233,612

純資産合計 10,949,296 11,053,456

負債純資産合計 19,176,649 18,572,828
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 9,465,909 8,961,509

売上原価 6,315,367 5,904,552

売上総利益 3,150,542 3,056,957

販売費及び一般管理費 2,677,871 2,738,283

営業利益 472,670 318,673

営業外収益

受取利息 2,653 3,866

受取配当金 38,811 7,743

受取賃貸料 18,485 11,908

為替差益 － 19,129

保険返戻金 35,071 34,655

その他 25,553 26,574

営業外収益合計 120,576 103,877

営業外費用

支払利息 21,651 18,875

為替差損 40,195 －

その他 6,058 3,420

営業外費用合計 67,905 22,296

経常利益 525,341 400,255

特別利益

有形固定資産売却益 272 164

特別利益合計 272 164

特別損失

有形固定資産除却損 1,417 2,541

特別損失合計 1,417 2,541

税金等調整前四半期純利益 524,196 397,879

法人税、住民税及び事業税 124,215 85,411

法人税等調整額 62,289 96,820

法人税等合計 186,505 182,231

少数株主損益調整前四半期純利益 337,691 215,648

少数株主利益 30,135 30,549

四半期純利益 307,556 185,098
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 337,691 215,648

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,830 △18,628

繰延ヘッジ損益 － 873

土地再評価差額金 239,759 －

為替換算調整勘定 △44,839 19,704

持分法適用会社に対する持分相当額 △456 △813

その他の包括利益合計 189,634 1,135

四半期包括利益 527,325 216,784

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 507,476 181,129

少数株主に係る四半期包括利益 19,849 35,654
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【会計方針の変更等】
　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

連結会社以外の会社の銀行借入等に対し、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

OVAL THAILAND LTD. 53,292千円 36,753千円

　 (THB 20,000千) (THB 13,000千)

OVAL OIL & GAS SDN BHD 59,086千円 43,955千円

　 (USD 712千他) (USD 508千)

合計 112,379千円 80,709千円
　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計

期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形

支払手形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

65,414千円

129,327 〃

82,357千円

131,652 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およ

び負ののれん償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

減価償却費

負ののれん償却額

229,543千円

851 〃

230,014千円

―
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 89,621 4.0平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　
　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 112,022 5.0平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当企業グループは、計測機器等の製造・販売事業の他に、保険代理業務及び不動産賃貸業務がありま

すが、重要性が乏しいことからセグメント情報については記載を省略しております。
　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

    １株当たり四半期純利益金額 13円73銭 ８円26銭

  　  (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 307,556 185,098

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 307,556 185,098

    普通株式の期中平均株式数(千株) 22,404 22,404

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

株式会社オーバル

取締役会　御中

　

至誠監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　立　　田　　三　　彦　　印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉    原　     浩       印

　
　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会
社オーバルの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成
24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12
月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーバル及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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